
10_木の実などで作ったリース　11_真剣勝負「柿の
皮むき大会」　12_かに釣り遊び　13_人気のポニー
乗馬体験　14_抹茶を飲む娘の表情に笑顔を見せる
お母さん　15_子どもたちも満足　16_自慢の農作物
がズラリ　17_今年も熱

･
かった！　たらいうどんの早

食い大会　18_「大瀬の柿、おいしいー」

内
子
町
文
化
協
会
内
子

支
部
の
会
員
約
１
７
０

人
が
出
展
。
内
子
中
学

校
吹
奏
楽
部
な
ど
の
演

奏
も
あ
り
、
芸
術
の
秋

を
満
喫
で
き
る
会
場
で

し
た
。

（
写
真
２
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、８
）

う
ち
こ
文
化
祭

そ
ば
や
水
車
米
の
お
に

ぎ
り
な
ど
、
お
い
し
い

食
べ
物
が
い
っ
ぱ
い
。

自
然
の
中
で
遊
ぶ
ゲ
ー

ム
が
た
く
さ
ん
あ
り
、

子
ど
も
た
ち
も
笑
顔

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

（
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、３
、
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、
12
）

石
畳
水
車
ま
つ
り

柿
の
種
飛
ば
し
大
会
や

軽
ト
ラ
市
、
農
産
物
の

せ
り
売
り
な
ど
、
地
域

の
特
産
を
生
か
し
て
い

ま
す
。
今
年
は
テ
レ
ビ

で
の
放
送
も
あ
り
、
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

（
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真
11
、
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）
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柿
ま
つ
り

魚
の
つ
か
み
捕
り
や
ト

ン
カ
チ
広
場
な
ど
、
楽

し
い
企
画
が
盛
り
だ
く

さ
ん
で
、
子
ど
も
た
ち

は
大
喜
び
。
会
場
は
終

日
、
親
子
連
れ
な
ど
で

に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
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、
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、
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と
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お
い
し
い
、

楽
し
い
、
笑
顔
の「
輪
」

1_内子高校郷土芸能部の「内子騒乱」　2_秋
空に歌声を響かす「町並みエコー」の皆さん
3_素晴らしい演技に拍手を送る　4_内子高
校吹奏楽部のアルプホルン演奏5_御祓自治
会名物「高速３人餅つき」　6_松山市・「ほろ
ろ一座」のよさこい踊り　7_「和奏」の太鼓
演奏　8_各会場にさまざまな作品が展示さ
れた
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11
月
１・
３
の
両

日
、
内
子
町
各
地
の

農
業
祭
と
文
化
祭
を

つ
な
い
だ「
う
ち
こ

わ
ま
つ
り
」―
―
。

　

郷
土
色
豊
か
な
食

や
イ
ベ
ン
ト
が
、
多

く
の
来
場
者
を
楽
し

ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

秋
の
実
り
と
笑
顔

が
あ
ふ
れ
る
、
各
会

場
の
様
子
を
写
真
で

紹
介
し
ま
す
。

美
し
い
の
ぼ
り
旗
が
立

つ
会
場
。
今
年
は
ゲ
ス

ト
出
演
し
た「
ほ
ろ
ろ

一
座
」が
よ
さ
こ
い
踊
り

で
華
を
添
え
ま
し
た
。

お
で
ん
と
焼
き
栗
は
ぜ

ひ
一
度
食
べ
て
ほ
し
い
。

（
写
真
６
、
15
、
16
）

立
川
地
区

文
化
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業
祭

多
彩
な
演
技
や
展
示
、

バ
ザ
ー
が
魅
力
。
五
十

崎
の
お
い
し
も
の
、
す

ご
い
作
品
が
集
ま
り
、

１
日
で
五
十
崎
の
魅
力

を
堪
能
で
き
ま
し
た
。

御
祓
の
餅
つ
き
は
必
見
。

（
写
真
５
、７
、９
）

五
十
崎
文
化
祭

うちこ「わ」まつり
フォトリポート

　
和
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和
達
」
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か
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き
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」
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輪投げ遊び 生花体験コーナー

内子中学校吹奏学部の演奏 特製のターザンブランコ 柿の種飛ばし大会 喜鼓里の太鼓演奏
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